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表紙写真

国宝　通
つうじゅんきょう

潤橋
（熊本県山都町の石造水路橋）

通潤橋は江戸時代末期の嘉永7年
（1854年）、水不足に悩む白糸台地
に農業用水を送るため、惣庄屋・
布田保之助によって建造。橋長約
78ｍ、幅約6.6ｍ、高さ約21.3ｍで、
近世最大級の石造アーチとしては国
内最大級とされ、令和5年（2023年）
に国宝に指定される。

国
営
事
業
地
区
等
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
学
生
支
援
事
業
の
後
半
は
次
号（
3
2
4
号
）に
掲
載
し
ま
す
。
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戦
後
の
食
糧
増
産
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
時
期
に
農
地
開
発
や
か
ん
が
い

施
設
の
新
設
が
大
規
模
に
実
施
さ
れ
、
特
に
農
業
用
水
の
確
保
の
た
め
、
全
国

津
々
浦
々
に
あ
る
多
く
の
漏
水
た
め
池
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
考
え

の
中
、
用
水
利
用
を
継
続
し
な
が
ら
の
補
修
工
事
を
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
に
よ
り
施

工
す
る
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
弊
社
の
前
身
で
あ
る
日
本
グ
ラ
ウ
ト

工
業
㈱
（
設
立
時
は
「
大
阪
建
設
工
業
㈱
」）
で
、
そ
の
後
、
ア
ン
カ
ー
工
事

に
強
み
を
持
つ
新
技
術
開
発
㈱
と
の
合
併
に
よ
り
、
地
盤
を
「
掘
っ
て
注
入
し

補
強
す
る
」
総
合
専
門
工
事
業
者
、
日
本
基
礎
技
術
㈱
と
な
り
、
建
設
基
礎
技

術
で
豊
か
な
社
会
創
り
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
国
際
的
な
紛
争
な
ど
に
起
因
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
な
ど
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
物
資
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
が
国
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模
災
害

の
頻
発
や
干
ば
つ
の
発
生
等
に
よ
り
そ
の
深
刻
さ
が
増
幅
し
て
い
る
中
で
、
日

本
の
食
料
自
給
率
は
三
八
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
で
あ
り
、
先
進
国
の
中
で

も
取
り
分
け
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。食
は
人
の
生
業
の
基
本
で
あ
り「
安

心
安
全
な
食
を
守
る
」
こ
と
は
ま
さ
に
「
未
来
へ
の
礎
」
を
固
め
る
基
礎
工
事

そ
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
土
強
靭
化
に
つ
い
て
は
、
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
の
減
災
・
防
災

対
策
と
し
て
平
成
三
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
重
要
な
対
策
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
施
策
の
継
続
性
に
法
的
な
裏
付
け
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
五
年
六
月
の
改
正
国
土
強
靭
化
基
本
法
の
成
立
に
よ
り
、「
国
土
強
靭
化
実

施
中
期
計
画
の
策
定
」
を
規
定
し
継
続
的
実
効
性
に
資
す
る
予
算
確
保
が
実
現

し
ま
し
た
。
今
後
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
の
具
体
化
や
改
正
国
土

強
靭
化
基
本
法
に
基
づ
き
、
土
木
建
設
事
業
の
太
宗
を
占
め
る
公
共
事
業
が

様
々
な
分
野
で
持
続
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
C
h
a
t
G
P
T
に
代
表
さ
れ
る
生
成
A
I
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
人
間
が
人
工
知
能
に
支
配
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
議
論
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
代
表
さ
れ

る
ル
ー
ル
の
整
備
が
技
術
の
進
歩
に
追
従
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
進
行
が
同
時
並
行
的
に
加
速
し
て
い
る
今
、
デ

ジ
タ
ル
を
人
が
上
手
く
使
い
こ
な
し
、
機
械
が
出
来
る
資
料
調
べ
や
計
算
は

A
I
に
任
せ
て
、
課
題
に
対
す
る
条
件
提
示
と
最
終
判
断
は
人
が
行
う
こ
と
で

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

弊
社
に
お
い
て
も
、
技
能
者
の
高
齢
化
や
働
き
方
改
革
に
照
準
を
合
わ
せ
た

自
動
削
孔
機
の
市
場
投
入
や
、
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
に
対
応
し
た
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
管
理
シ
ス
テ
ム
や
中
層
混
合
処
理
工
法
の
展

開
、
斜
面
対
策
で
は
三
次
元
C
A
D
図
を
用
い
た
設
計
や
U
A
V
（
無
人
航
空

機
）
に
よ
る
点
群
デ
ー
タ
取
得
で
の
出
来
形
管
理
の
実
装
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

技
術
を
継
承
進
化
し
た
新
技
術
を
付
加
し
て
、
わ
が
国
の
持
続
的
発
展
に
寄
与

し
て
参
り
ま
す
。
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